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パピルスに香りが有るか無いかはさておき、パ

ピルスとはどんな植物か、大方の読者はご存知な

いであろうから、このことから話を始めよう。

古代エジプトでは、パピルス（papyrus）から

筆写材料をつくったことから、パピルスが英語の

紙 paperの語源になったことは誰でも知ってい

る。しかし、パピルスがどんな植物かを見たこと

のある人は多くはないだろう。近年では、サンル

ームや温室内などで、観賞用の鉢植えとして、パ

ピルスが栽培されることもあるので、これを見た

人があるかもしれないが、自然界のパピルスの大

群落を見た経験をもつ人は稀であろう。

パピルスは和名をカミガヤツリ、学名を Cype-

rus papyrusという。私たちの身の周りにも沢山

見られるカヤツリグサ科の１種である。カヤツリ

グサ科はイネ科やラン科などに比較しうる大きな

科で、７０属４，５００種もあって、世界中に広く分布

する。その中でもカヤツリグサ属 Cyperusは、熱

帯から温帯にかけて生育する大きな属で、約５００

種あって、主に湿地に生育する。日本には３３種が

自生している。

カヤツリグサ科は一年生が多いが、パピルスの

ように根茎をもった多年生のものもある。珍しい

ことに、茎の断面は三角形であるから、外見は三

稜形である。根茎から茎が密生し、高さが２～５

mにもなる。葉は退化して、茎の基部に鞘とな

って残っている。現在でも、パピルスはナイル川

の上流地方（スーダン、白ナイル地域）の河畔や

沼沢地に大群落をつくって繁茂する。

パピルスから筆写材料をつくるのに、古代エジ

プトでは、緑色の茎の皮を剥いで除き、内部の白

色の髄を採る。これを細く裂いて、必要な長さに

切り、縦横に編んでゆく。これに重しをのせて薄

く平らにする。その後、その表面を石や貝殻で擦

って滑らかにする。これがパピルス紙である。

パピルス紙やそれを張り合わせた巻き物に、絵

や文字を書いた古代文化遺産が欧州各地の博物館

に残っている。大英博物館でそれを見たことがあ

る。また、古代エジプトでは、パピルスの茎で南

米のトトラ・ボートのようなパピルス船を作った

という記録や、衣類を編んだり、太い根茎を燃料

にしたとの記録も残っている。

上の記述から、パピルスが芳香をもつ植物でな

いことは容易に想像されよう。しかし、ペーパー

に情報を盛り込んだ書籍には、各種各様の匂いが

染み込んでいる。例えば、新書には印刷や製本の

過程の匂い、これを利用した人の匂い、書斎の匂

い、風通しの悪い薄暗い部屋に長年積み上げた古

書のカビ臭などである。

これから述べる匂いは、化学的・生物的な匂い

ではなく、メンタルな匂いである。１９７４年東京教

育大学が筑波に移転する際に、私は The Encyclo-

paedia Britannica（１１版）の１セット２９巻を譲り

受けた。というよりも引き取ったというのが正し

い。これらは正にトラックに積まれて、夢の島の

廃棄物場に捨てられるところであった。

Britannicaの初版は３巻で、１７６８年発行である

から、わが国では江戸時代の中頃である。手許に

ある１１版は１９１０年発行で A４判牛皮装丁である。

牛皮の脂は抜け去って、表面の凸部は少し禿げて

はいるが、書名の金文字も、４匹のライオンのシ

ンボルマークの金色も健全である。

明治、大正、昭和の３代約１００年所蔵されたこ

れらを、綺羅星の如く在職された著名学者先生た

ちが、読んだであろう。近年になっては、務台理

作、福原麟太郎両先生をはじめ、多くの研究者が

閲読したと思われる。この Britannicaから放散す

る芳香を嗅いでいると、次第に落着きを取り戻

し、世事の末梢的問題など忘れて、意気軒昂とし

て前進したい気分になる。アカデミズムという香

りが溢れんばかりに染み込んだ全２９巻を座右にお

いて、いま私はこれらを参考図書の１つとし、こ

の香りを心行くばかり吸いながら、古代ギリシャ

から今日までの「生命科学史」を執筆中である。

（２００４年３月末まで人間福祉学科教授）

パピルスの香り
遠 山 益
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将来への展望 －描く人間像－
人文学部児童学科 窪 田 恭 子

「出会い、会話すること」
１０１DC００５ 原 田 貴 士

大学に入学し、４年間の在学期間を終了すれ

ば、新しい社会へと巣立ち行くことになる。在学

期間中に、将来自分が新しい社会において、どの

ように活動し、生きていこうとするのか、その人

間像を描いているだろうか。将来のことを見通し

て、今、在学している自分にとって大切なことは、

何なのか、何をするべきなのか、自分に問うてみ

てほしい。勉学することは当然であるが、自分を

高め、豊かにしていくには、何をするべきか。

その問いに対しては、読書が大きな位置を占め

るものであろう。読書は一人でできる。本の中に

自分を投入できる。また少し離れて客観的な見方

もできる。本を読む時、本を読む場も自分なりに

設定することができる。そしてそれは、読む本の

種類にもよるものであると思う。

ある人が、駅から大学にくる道を歩きながら、

本を読むというのである。歩きながらの読書は、

どんな本を読んでいるのだろうかと、疑問に思っ

たのである。また最近、カヌーで川下りをしてい

る人が、夜、河原にテントを張り、その中でラン

プをともして、読書をするという。静寂な河原で、

川の流れる音を聞きながらの読書は、さぞその本

の中に没頭できるのではないだろうか。少々うら

やましい感がする。

前述したように、その人なりの読み方は、いろ

いろである。多くの本をスピードをだして読み上

げる場合や、一冊の本をゆっくりと時間をかけて

読む場合、選んだ本を大切に思い、想いをめぐら

しながら楽しく読む場合など、さまざまである。

読書は、早く多くの本を読みこなせば、成果があ

る、というものではない。読書の結果、身につい

たことは、目に見えるものではない。内面に大切

に持っているものであり、それが外部に出る時

は、多くの面で多くの機会において、その人の持

っている持ち味として表れるものである。それ

が、その人の人間性にほかならない。

読書は、自分が主体になってやらねばならな

い。故に、自分の身につくものであり、ものの見

方、感じ方、考え方を培うことになる。そして本

は、先人達が残してくれた大きな文化遺産であ

る。人間が人間として成長し、人格が形成されて

いくには、その文化遺産を継承し、発展させてい

くことにほかならない。

大学の在学期間中に、自分がどのように本と向

き合い、自分のものとして身につけていこうとす

るかにより、新しい社会に、いかに生きていこう

とするかということにつながっていくものと思

う。それを可能にする場は、図書館である。大学

の図書館は、一番身近にある。

図書館は、文化遺産の宝庫であり、知識を得る

ことができる宝庫である、そしてそれを大いに活

用し、自分の中身を豊かにしていかねばならな

い。在学中に図書館を利用し、将来、自分が目指

す人間像の実現に向けて、充実した読書習慣を身

につけてほしい。

（２００４年３月末まで児童学科教授）

私が書物にふれる喜びを知ったのは、戦後の作

家坂口安吾との出会いまでさかのぼります。私が

高校三年生の頃の衝撃的な出会いでした。本の中

の彼は高校生の私にむかって多くを語り、時には

泣き叫びつつ、全てのものをさらけ出していまし

た。私もまた彼の声を聞こうとして本にかじりつ

き、悩み、多くのものを問い返しました。本を読

むことで交わした彼との会話から、私は何らかの

エネルギーと自信、そして大きな喜びを得ていま

した。彼との出会いから十年が過ぎ、私の坂口安

吾に対する評価は当時と微妙に異なります。しか

し今でも彼の抱えた苦悩は私を揺さぶり、彼の流

した涙が心を打つことに変わりはありません。

大学に入学してから、私の書物にふれて会話す

る喜びは一層広まっていきました。それは私自身

の本にふれたいという欲求のほかに、多くの友人

との会話や先生方の指導によって新たな視点が開

かれていったことも大きいでしょう。同じ関心を

持つ人たちから受ける刺激は強く有益です。そし

てじっさいにふれた夏目漱石、ゲーテ、シェイク

スピア、ダンテ、ウェルギリウス。さまざまな研

究書。卒業研究ではヨーロッパ史の研究を通じて

人間の躍動する力に圧倒されました。これらの時

代と地域を越えた会話は私の財産であり、もしか

したら人生の選択の知られざる導き手だったのか
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極私的「図書館の誘惑」
１００J０３３ 栗 原 岳 士

もしれません。私はいまラテン語の文献をひもと

いて古代ヨーロッパの歴史を研究していますが、

当時の人たちが何に喜びを見いだし、何に苦しん

でいたかを感じるのは容易ではありません。色々

なところでつまずき、挫折し、落ち込むこともし

ばしばです。しかしその困難な長い道のりにもか

かわらず、彼らの気持ちが理解できた時の喜びは

大きいものです。

何に惹かれるかというのは人それぞれ違いま

す。私は文章でしたが、それが絵画や建築の美し

さであれ、音楽の広がりであれ、理解して得られ

る喜びは同じくすばらしいと思っています。たぶ

ん漫画でも良いのでしょう。作品の奥に何かを伝

えようとする人がいて、それを理解しようとする

人がいれば、そこには自然と会話や理解が生まれ

るものです。大学は多くの人間と出会い、多くの

ことを学ぶところです。そして大学で学ぶことを

通じ、何かの感動に出会うでしょう。この出会い

が一番大切なことだろうと、私は強く思っていま

す。

（アメリカ・ヨーロッパ文化研究科（博士後期課程））

図書館は大学・市立問わず頻繁に利用してい

る。なので、自分にとって図書館はコンビニやレ

ンタルビデオ屋と同じような認識である。有効な

利用法もだいたい分かってしまっているつもり。

要するに自分にとって図書館はごく日常的な施

設であるということなのだ。別に図書館利用頻度

の自慢ではない。だいたい、借りている書物が旅

行ガイドやサブカルチャー本など、７割方が娯楽

目的なので自慢してみたところで何の得にもなら

ない。却って「もっと良書を読むために使え」と

どやされてしまいそうである。

ただ、あまり身近になりすぎるのもどうも面白

くないかもしれない、と最近感じ始めている。と

言うのは、小学校の時分、図書室での形容し難い

好奇心・高揚感を近頃経験していないからであ

る。

小学校の頃は当然自分が小さかったせいもある

が、図書室というものがある種の異空間に感じら

れたのである。膨大な量のハードカバーの書籍、

それが詰め込まれた何棟も規則的に連なる書棚、

それから校内で唯一敷かれている絨毯等の備品に

加え、休み時間以外は基本的に閉鎖なので常に暗

く埃っぽい。その上、並べられている書物が江戸

川乱歩シリーズで怪人二十面相と思われるマスク

の背表紙だったりする。

自分にとってはこれらの小道具が図書室に足を

向かわせる要因になっていた。つまり、図書館に

足を踏み入れるのは冒険だったのだ。誰もいない

部屋でたくさんの書物が息を潜めている空間は、

実に不可解で探検欲を掻き立てるものだったの

だ。だから、読書をするのと十分に心躍る刺激的

な娯楽とを同時に満喫していたのだ。

年齢と図書館利用を重ねるにつれて、このよう

な感覚は乏しくなっている。それでは面白くない

ので、図書館も入り口に甲斐庄楠音の女性画なん

かをでっかく掲げたりしてもらいたい。

でも、そうすると利用者が激減して予算が減ら

されそうなので、提言せずに自分の頭の中だけに

留めておくことにする。

（日本文化学科）

これからの図書館
「９つのコンセプト」

図書館では、学生・院生をはじめ利用者の皆さ

んにとってよりよい空間とサービスを提供する

ことを目標に活動しています。活動の主な方針

として「９つのコンセプト」を作りました。

１．知的でクリエイティブな学生生活を送るた

めの拠点としての快適空間の創出

２．学ぶためのモチベーションサポート

３．学生個人の興味やレベルに合わせたラーニ

ングセンター機能

４．学術情報の流通・検索が的確に行える機能

の実現

５．マルチメディア社会に対応できる体制作り

６．授業への積極的な貢献

７．生涯にわたる知的活動を支援する体制作り

８．聖学院大学からの情報の発信

９．学内情報の流通の基盤とシステムの安定的

供給
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私の好きな場所
１００W０３４ 金 明 順

図書館雑感
１０１C００１ 青 木 一 寿

新入生のみなさま、留学生のみなさま、ご入学

おめでとうございます。私は中国からの留学生で

聖学院大学人間福祉学科で四年間勉強してきまし

た。卒業間近になった今「本当に聖学院大学にき

て良かった」という感想を強くしてます。聖学院

大学での四年間、私にはたくさんの出会いがあり

ました。たくさんの素晴らしい先生たち、たくさ

んの温かい友達、そして中でも大事な出会いの一

つは図書館との出会いでした。振りかえって見る

と本当に長い時間を図書館で過ごしていました。

図書館は大学で一番好きな、大事な場所でし

た。とても心地よい場所で、家より勉強しやすい

という面もありました。正月など図書館が長い休

みの間は勉強する場所がなくて困っていたことも

思い出します。

図書館で私はたくさんの本を読みました。キリ

スト信者ですので、神学についての本をよく読み

ました。そしてビデオもよく見ました。タイトル

が神学と関係のないビデオでも、神様の影を大き

く表しているビデオが多くありました。図書館で

静かな心になり、本を読んだり、ビデオを見なが

ら感動の涙を流し、たくさんの勇気と力をもらい

ました。ほかにもリクエスト制度や他大学の図書

館の必要な資料を複写する制度も役に立ちまし

た。

また図書館は私たち一人一人が変えることがで

きる場所でもありました。図書館は静かな場所で

なければならないとの考えから、私達、留学生は

課長さんとお話し合いをしたりしました。努力の

結果、今はだいぶ静かになった気がします。壁に

貼られている「静粛」の掲示を見ると、図書館は

先生方が利用のルールを決める場所でもあるが、

私達の意見でも変えられることを実感します。

私は大学院へ進学することとなりました。図書

館という友がいたからこその結果だと思います。

新入生のみなさん、留学生のみなさん、ぜひ図書

館といい友となり、図書館に秘められている宝を

見つけてください。そして卒業するころには、豊

かな収穫を得たみなさんとなっていることを願っ

ています。

（人間福祉学科）

今回『ぱぴるす第３８号』の原稿を書かせて頂く

機会を得、聖学院大学総合図書館を利用しての、

感想を書きたいと思います。

今や大学の図書館は、私にとって、なくてはな

らない存在になっています。空き時間や講義が早

く終了したときなど、図書館に来ては「何か本は

ないかなぁ」と探しています。その気軽さは、自

分の部屋にいるときのようでもあります。今で

は、大学での自分の居場所が、図書館になってい

ます。

私がこの図書館をよく利用する理由が２つあり

ます。１つは【リクエスト】です。読みたい本を

リクエストすると大学の図書館ではほぼ全て購入

してもらえます。まれに、大学図書館に相応しく

ない図書などは、断られてしまうようですが。し

かし、図書に費やすお金があまりない私にとっ

て、この制度はとてもありがたいです。２つ目は

【パソコン】です。ノートパソコンの館内での貸

し出しが始まりました。館内では、無線 LANの

設備が整っているので、インターネットも利用す

ることができます。パソコン室が利用できないと

きなど、とても便利です。

今、私は幼稚園教諭・保育士の資格取得と平行

に図書館情報学課程の履修をし、図書館司書資格

を取得したいと考えています。今までは、ただ単

に図書館を利用してきました。しかし、図書館情

報学課程を履修することで、どのようにしたら、

いち早く目的の図書を見つけ出すことができるか

など、考えながら図書館を利用するようになりま

した。

大学生になるまでは、学校の図書館（室）を始

め、公共図書館にも、まったくといっていいほど

利用していませんでした。しかし、大学生になり

図書館で多くの図書に触れることで、自分の知識

が豊かになっていくことを、今更ながら知ること

ができました。その意味でも、図書館と仲良くな

れたことはとっても良かったです。

（児童学科）
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聖学院学生の読書傾向
（２００３年度１月までのベストリーダーより）

どの本が一番多く読まれているかということは

貸出し回数だけでは判断できないが、貸出し期間

が１日の参考図書では英和辞典等の語学辞典類が

群をぬいている。ついで日本十進分類法、ポケッ

ト六法、朝日新聞戦後見出しデータベースの順。

貸出し期間２週間の一般書のトップを飾ったの

は聖書。皆１冊は持っているはずであるから、図書

館を利用するのは授業やテストのためであろう。

素直に喜んでいいものやら複雑な思いである。

茅田砂胡の「スカーレット・ウィザード」、「暁

の天使たち」、「デルフィニア戦記」が圧倒的な支

持をうけている。いずれも多巻ものでシリーズを

読破しようという読者の皆さんには敬意を表す

る。「ハリー・ポッター」も健闘し、「炎のゴブレ

ット」が上下巻で２０回以上の貸出しだ。「ダレン・

シャン」はまだ全巻完結していないからまだまだ

これからも利用は増えるであろう。栗本薫の「グ

イン・サーガ」もあいかわらず根強い人気がある。

単行本では唯川恵の「肩ごしの恋人」、「ゆうべ、も

う恋なんかしないと誓った」、江国香織の「泳ぐ

のに、安全でも適切でもありません」が上位に顔

をだしている。いずれもリクエストで購入された

図書でリクエスト制度が有効に利用されている。

〈小説以外のベストリーダー〉

「自殺って言えなかった」（サンマーク）

「みんなの日本語 教え方の手引き」

（スリーエー）

「みんなの日本語 初級」（スリーエー）

「パスカル」（世界の名著２４：中央公論社）

「虐待：沈黙を破った母親たち」（岩波書店）

「子ども虐待の福祉学」（小学館）

「人権とは何か」（第三文明社）

「ピューリタン」（中公新書：中央公論社）

「保育実習」（全国社会福祉協議会）

〈絵本のベストリーダー〉

「かいじゅうたちのいるところ」（冨山房）

「１００万回生きたねこ」（講談社）

「どろんこハリー」（福音館）

「ねずみ君のチョッキ」（ポプラ社）

みんなが読んでいる本でなくてもいい…

あなただけの愛読書を見つけて…（S.H.）

韓国からのお客様来館

１１月２６日�韓国から崔雲祥現 延世大学校国際

学大学院教授、申奎浩 聖潔大学校副総長、千昊

載 啓明大学校日本語文学科長の３人のお客様が

図書館に立ち寄られました。館内を阿久戸学長と

回られ、ドイツ語の神学文献を集めたミュラー文

庫などをご覧になった後、聖潔大学校から寄贈を

受けた韓国語の「聖書大講解」の並ぶ書架へご案

内しました。同校の申先生（写真左）はとても喜

ばれ、本の前で阿久戸学長と共にポーズをとって

下さいました。

和雑誌の並び順が五十音順に�
今まで、和雑誌はタイトルのアルファベット順

に並んでいましたが、２００４年３月から２階・３階・

４階のすべての和雑誌が「アイウエオ順」になり、

探しやすくなりました。

ライブラリー・アシスタント募集
図書館では授業期間中のアルバイトとして「ラ

イブラリー・アシスタント（夜間／土曜日要員）」

と「ライブラリー・アシスタント（貸出用 PCケ

ア要員）」をそれぞれ若干名、募集しています。

各業務についての詳細、応募基準につきまして

は、図書館カウンターへお問い合わせください。

申込み締切 ２００４年４月６日�１７時

＊履歴書（志望動機付）を持参ください。勤務可

能日または時間を記入していただきます。

図書館ツアーとオリエンテーション受付け中
図書館内を案内する「図書館ツアー（新入生向

け）」、図書館のデータベースやサービスについて

案内する「図書館オリエンテーション」を実施し

ています。図書館を活用して豊かな学生生活を送

りましょう。（希望者は図書館カウンターまで）
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� その他（他館との協力等）
（２００３年４月１日～２００４年１月３１日現在）

資料借用 １３３（内学生２６） 視聴覚室利用 ２，６１１

資料貸出 ３２ 特別閲覧室利用 １０６

複写受付 ８９ 館内ノートPC貸出 ３，７８５

複写依頼 ３３０（内学生１０４） 文献検索 ４４

紹介状発行 ２１（内学生３）

紹介状受付 ２

� 館外貸出冊数・学科・学年別
（２００３年４月１日～２００４年１月３１日現在）

図書合計 雑誌・紀要 紙芝居 CD-ROM カセット CD
院・政策２年 ９６ ２ ０ １ ０ ０
院・政策１年 １１５ ９ ０ ０ ０ ０
院・ア２年 １５４ ０ ０ ０ ０ ２
院・ア１年 ２５ ０ ０ ０ ０ ０
院・後期３年 １１３ １ ０ ２ ０ ０
院・後期２年 １７９ ２２ ０ ０ ０ １
院・後期１年 ７９ ０ ０ ０ ０ ０
院・科目等 ２４ ０ ０ ０ ０ ０
院 小 計 ７８５ ３４ ０ ３ ０ ３
政治経済４年 ５３０ ４ ０ ２ ０ ２
政治経済３年 １，１１５ ７１ ０ ０ １ ０
政治経済２年 ３１０ ２ ０ ０ ０ ０
政治経済１年 ３０９ ４ ０ ０ ０ ０
コミュニティ４年 １９０ ０ ０ ０ ０ １
コミュニティ３年 ７１０ ７ ５ ０ ０ １
コミュニティ２年 ２６７ ４ ０ ０ ０ ０
コミュニティ１年 １７６ ０ ０ ０ １ ０
欧米文化４年 ６４５ ９ ０ ０ ２ １
欧米文化３年 ９４７ ２１ ０ ０ ５ １０
欧米文化２年 ８９５ ４１ ０ １ ４ ６
欧米文化１年 ３９４ ３１ ０ １ ６ ４
日本文化４年 ８１８ ２１ ０ ０ ２ １９
日本文化３年 ８４１ ４ ０ ０ ２ １５
日本文化２年 ７４４ １８ ０ ０ １ ７
日本文化１年 ６８６ １１ ０ ０ ０ １
児童４年 ８４４ ２０ ２９ ３ ０ １２
児童３年 １，０８７ １５ １１ ３ ０ １
児童２年 １，７５７ ６ １ １ ０ ９
児童１年 ３７１ １６ ０ ０ ０ ４
人間福祉４年 ９６３ ３１ ０ ３ ０ １
人間福祉３年 ９７７ ４５ ０ ０ １ ２２
人間福祉２年 ６３５ ３３ ０ ０ ０ ０
人間福祉１年 ４４５ ０ ０ ０ ０ １
科目等履修 １５６ ５ ０ ０ １ ４
大学小計 １６，８１２ ４１９ ４６ １４ ２６ １２１
合 計 １７，５９７ ４５３ ４６ １７ ２６ １２４

発行・編集 聖学院大学総合図書館
〒３６２‐８５８５ 埼玉県上尾市戸崎１番１号
電話０４８‐７２５‐５４６１ FAX０４８‐７８０‐１０９６
E-mail : lib@seigakuin-univ.ac.jp
URL : http : //www.seigakuin-univ.ac.jp/scr/lib.asp

� その他の資料 （２００４年１月３１日現在）
絵本・文庫他（和書） ２３，１６６ マイクロ資料 ４，７３０

絵本・文庫他（洋書） １，１９８ カセットテープ １，２３３

和雑誌（紀要・寄贈含） ４８５ ビデオ・LD・DVD ２，０９５

洋雑誌（寄贈含） １６２ CD ７０８

スライド ３４ CD-ROM １７８

� 蔵書冊数 （２００４年１月３１日現在）
和書 洋書 合計

総記 ７，５５９ １，４０８ ８，９６７
哲学・宗教 １６，１１７ １５，００１ ３１，１１８
歴史・地理 １２，９７９ ２，８７７ １５，８５６
社会科学（含教育学・福祉） ５９，８９６ １９，２３４ ７９，１３０
自然科学（含医学） ７，７２２ １，３２６ ９，０４８
工学（含家事） ４，２９５ ４８１ ４，７７６
産業 ３，３２９ ４１８ ３，７４７
芸術（含楽譜） ６，００４ ８５５ ６，８５９
語学 ８，５６３ ２，７６３ １１，３２６
文学 ３２，９５４ １３，１８８ ４６，１４２
その他 ２５４ ７８１ １，０３５
合計 １５９，６７２ ５８，３３２ ２１８，００４

� 館外貸出冊数（図書）：分類別
（２００３年４月１日～２００４年１月３１日）

学生・院生・履修生のみ
和書 洋書 合計

総記 ４７０ １ ４７１

哲学・宗教 １，８３０ ７６ １，９０６

歴史・地理 ９６７ ２ ９６９

社会科学（含教育学・福祉） ６，９８４ ９ ６，９９３

自然科学（含医学） ８７１ ０ ８７１

工学（含家事） ２９６ １ ２９７

産業 ２４６ ０ ２４６

芸術（含楽譜） ８２１ １ ８２２

語学 １，３６４ ８ １，３７２

文学 ２，９５６ ２４ ２，９８０

その他 ６４５ ２５ ６７０

合計 １７，４５０ １４７ １７，５９７

� 図書館の推移
区分

年度 学生数 蔵書数 年間受入冊数 開館日数 貸出冊数 図書費
年 人 冊 冊 日 千冊 千円

２００３ ２，９２９ ２１８，００４ ３，３２５ ２３２ １７．６ ３０，３４４
２００２ ２，９３１ ２１４，８２６ ３，３６４ ２７１ １８．４ ３３，８０５
２００１ ２，８２５ ２１０，８９９ ４，９６９ ２７５ ２１．０ ３４，７４５
２０００ ２，５４９ ２０５，６５２ ４，４７９ ２７４ １８．０ ３５，８０５
１９９９ ２，２２０ ２０１，８７９ ３，７７９ ２８１ １４．１ ２８，０００
１９９５ ２，１３７ １６３，５０６ １３，４３８ ２７１ ２１．５ ３９，７００
１９９０ １，７６９ ９６，７５２ ８，１９５ ２８０ １１．８ ２２，６５０
１９８５ １，００５ ５１，０００ ５，０４３ ２８４ １０．１ １２，３９９
１９８０ ８７７ ３６，０００ ２，５９９ ２３６ ６．８ ７，５８８
１９７５ ７６３ ２２，０００ ４，２６５ １８３ ３．５ ３，７５４
１９７０ ４４０ １４，０００ １，２９６ ２３９ ２．１ １，３４０
１９６８ ２５６ １０，０００ ２，８３８ 〔２４７〕〔１．４〕 〔１３８０〕
１９６７ １２５ ７，０００ 〔２４７〕〔１．４〕 〔１３８０〕

図書館の統計
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